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（研究テーマ） 
 G蛋白質シグナルによる物質輸送ダイナミズムのバイオイメージング解析 

（メッセージ） 
Small GTPase が細胞内の様々な機能の分子スイッチとして、どこでどのように機能している
のかを見ることからイメージングを始めました。シグナル制御分子が自身の局在を変えたり、
切断されたり、標的分子と会合したりすることを生きた細胞で調べることで、生化学的検討
にさらに情報を付加し、分子の機能の理解が一層進むと信じています。 
 本研究班では細胞間接着分子が、どのように細胞間接着部位に積極的に輸送され、接着部
位で安定化するかを調べています。細胞―細胞接着は血管内皮細胞間だけでなく、周囲の細
胞との接着も重要であり臓器としての機能や発生考える上でも非常に重要な場であると考え
ています。現在は、血管内皮細胞間接着をモデルとして調べることで、血管透過性や血管新
生のメカニズムを考えています。細胞－細胞接着依存性のシグナル研究も平行して進めてい
きたいと思っています。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 
1. 蛍光蛋白質タグ低分子量 GTP結合蛋白質、またその GEF, GAP の発現ベクター 
2. 細胞の蛍光蛋白質の time-lapse イメージング技術  

(confocal, evanescent, 通常の蛍光顕微鏡) 
  


